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災
害
復
旧
費
を（
第
５
号
）６
千
万
円
・（
第
６
号
）６
７
９
４
万
円
追
加

第4回定例会
　・ 会　　期　　平成 29 年 12 月 1 日　～ 12 月 22 日（22 日間）
　・ 一般質問　　7 名の議員が登壇　　（詳細は 6 ～ 12 ページ）

定例会とは年 4 回定例的に開かれる会議で、曽於市では、3 月・6 月・9 月・12 月に開催します。

○　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
は
、
大

雨
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
農
業
用
施
設
（
広
域
農
道
）
を
早

急
に
復
旧
す
る
た
め
の
農
林
水
産
施
設
災
害
復
旧
費
６
千
万

円
を
追
加
す
る
も
の
が
主
な
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詳
細
は
３
ペ
ー
ジ
）

○　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
は
、
社

会
福
祉
事
務
費
２
１
４
８
万
８
千
円
、
児
童
福
祉
事
務
費
を

４
４
２
２
万
３
千
円
、
生
活
保
護
総
務
費
を
２
４
８
万
８
千

円
、
購
入
補
助
に
よ
り
活
動
火
山
周
辺
地
域
防
災
営
農
対
策

事
業
を
６
０
１
万
２
千
円
、
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

費
を
６
７
９
４
万
円
等
追
加
す
る
も
の
が
主
な
も
の
で
す
。

○ 

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
、

監
査
委
員
の
選
任
、
副
市
長
の
選
任
が
そ
れ
ぞ
れ
提
案
さ
れ
、

決
定
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
）

補　正同意



3 ☆本紙では、主な事柄を抜粋して掲載しております。詳しくは曽於市議会ホームページをご覧ください。

○ 

平
成
29
年
人
事
院
勧
告
に
な
ら
い
、
市
長
、

副
市
長
及
び
教
育
長
並
び
に
市
議
会
議
員
の

期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
改
定
す
る
も
の
で

す
。

○ 

平
成
29
年
人
事
院
勧
告
に
な
ら
い
、
一
般

職
の
職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
の
支
給

割
合
、
給
料
月
額
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

○ 

基
盤
整
備
促
進
事
業
立
馬
地
区
の
工
事
に

伴
い
、
従
来
の
区
画
に
沿
っ
た
境
界
を
新
区

画
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。（

詳
細
は
５
ペ
ー
ジ
）

○ 

次
の
施
設
の
指
定
管
理
者
を
そ
れ
ぞ
れ
提

案
さ
れ
決
定
し
ま
し
た
。

①
財
部
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー

②
曽
於
市
ゆ
ず
搾
汁
セ
ン
タ
ー

③
清
流
の
森　

大
川
原
峡
（
キ
ャ
ン
プ
場
）

（
詳
細
は
５
ペ
ー
ジ
）

条例改正境界変更指定管理

全
会
一
致
　

承
認

　

完
成
間
近
で
あ
っ
た
災
害
復
旧
工
事
中
の
広
域
農
道
現
場
で
、
９
月

22
日
に
局
地
的
豪
雨
が
あ
り
再
度
崩
れ
、
早
急
な
復
旧
工
事
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
し
て
、
６
千
万
円
（
県
よ
り
３
９
０
０
万
円
、
市
債

１
８
９
０
万
円
）
の
増
額
の
予
算
が
提
出
さ
れ
承
認
す
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
災
害
復
旧
工
事
の
変
更
契
約
（
増
額
）
も
承
認
す
る
。

当
初
契
約
１
億
１
１
７
８
万
円
が
、
今
回
の
変
更
で
１
億
７
７
８
５
万

円
に
増
額
と
な
る
。

局
地
的
豪
雨
に
よ
り
再
度
崩
れ

　
　
　
　
　
早
急
な
復
旧
工
事
を

災害復旧工事現場を豪雨襲う

広域農道災害現場
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同　　意

農業委員会委員の任命

教育委員会委員の任命（再任）

監査委員の選任（再任）

副市長の選任（再任）

欠員が生じたため

　岡 元　康 子 氏　　４９歳
　　　　　　（末吉町二之方）
任期：前任者の残任期間とし、平成３２年７月１９日まで

平成２９年１２月２６日をもって満了に伴い

　長野　かおり 氏　　５２歳
　　　　　　　（財部町南俣）
任期：４年

平成２９年１２月３０日をもって満了に伴い

　野 村　行 雄 氏　　７０歳
　　　　　　　（大隅町中之内）
任期：４年

平成２９年１２月２４日をもって満了に伴い

　八 木　達 範 氏　　６８歳
　　　　　　　（大隅町月野）
　大休寺　拓夫氏　　６１歳
　　　　　　　（末吉町南之郷）
任期：４年



5 ☆誰もが政治家に寄付を求めることは禁止されています。（公職選挙法より）

【指定管理者一覧】

全会一致　
可決

全会一致　
可決

賛成多数

番号 施設名 指定管理者 指定管理期間

1
財部温泉健康
センター

㈱メセナ末吉
平成 30年 4月 1日

～
平成35年3月31日

2
曽於市ゆず搾汁	
センター

㈱メセナ食彩センター
平成 30年 4月 1日

～
平成35年3月31日

3
清流の森大川原峡	
（キャンプ場）

財部北地区公民館
平成 30年 4月 1日

～
平成33年3月31日

霧島市との境界確認の現地調査

全
会
一
致
　

可
決

市
の
境
界
変
更

問　

�
基
盤
整
備
促
進
事
業
立
馬
地
区
の
工
事
は
今
年
度
で
終
了

す
る
の
か
。

答　

�

今
年
度
で
終
わ
る
が
、
そ
の
後
は
管
理
面
の
補
完
工
が
残
っ

て
い
る
。

＊
建
設
経
済
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
霧
島
市
と
の
境
界
確
認
の

現
地
調
査
を
行
っ
た
。
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曽
於
医
師
会
立
病
院
の
今
後
は

市
長
／
将
来
に
渡
り
存
続
で
き
る
よ
う
検
討
す
る

問　
曽
於
医
師
会
立
病
院
の

今
後
の
体
制
に
つ
い
て
市
長

の
考
え
は
。

市
長　

曽
於
医
師
会
立
病
院

は
、
地
域
医
療
の
要
と
し
て

ま
た
救
急
医
療
、
高
次
医
療

の
拠
点
と
し
て
将
来
に
渡
り

存
続
で
き
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問　
私
は
、
今
後
の
地
域
医

療
確
保
の
在
り
方
と
し
て
2

市
1
町
の
行
政
主
体
で
コ
ン

パ
ク
ト
タ
イ
プ
の
病
院
建
設

を
行
い
、
医
師
会
主
体
で
病

院
運
営
に
携
わ
る
方
式
を
提

案
し
た
い
が
、
市
長
の
考
え

は
。

市
長　

一
つ
の
提
案
と
し
て

伺
っ
て
お
き
た
い
。

問　
今
年
の
初
め
、
テ
レ
ビ

等
の
報
道
で
市
内
に
救
急
ク

リ
ニ
ッ
ク
が
で
き
る
と
の
報

道
が
な
さ
れ
た
が
、
今
の
進

捗
状
況
は
。

市
長　

県
に
よ
る
と
8
月
に

医
療
審
議
会
を
開
催
予
定
で

あ
っ
た
が
、
救
急
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
開
設
に
関
し
て
さ
ら
に

確
認
す
べ
き
事
項
が
生
じ
た

た
め
延
期
さ
れ
て
い
る
。

問　
具
体
的
な
場
所
、
設
置

者
等
は
。

市
長　

場
所
は
、
曽
於
市
末

吉
町
高
松
付
近
、
設
置
者
は

森
戸
清
人
氏
と
聞
い
て
い
る
。

問　
24
時
間
3
６
５
日
体
制

で
、
1
泊
2
日
の
救
急
対
応

と
聞
く
が
、
開
院
し
た
場
合

の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

は
。

市
長　
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

遠
方
に
行
か
な
く
て
済
む
が
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
コ
ン
ビ
ニ

受
診
等
の
増
が
懸
念
さ
れ
る
。

問　
デ
メ
リ
ッ
ト
で
、
こ
れ

に
加
え
Ｃ
Ｔ
や
М
Ｒ
Ｉ
な
ど

高
度
医
療
機
器
に
よ
る
夜
間

検
査
等
で
医
療
費
の
高
騰
が

予
想
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
夜

間
診
療
に
つ
い
て
は
現
行
の

曽
於
医
師
会
夜
間
急
病
セ
ン

タ
ー
を
充
実
さ
せ
る
ほ
う
が

得
策
で
は
な
い
か
。

市
長　

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

の
充
実
強
化
の
方
向
性
は
決

ま
っ
て
い
る
が
、
な
か
な
か

進
ま
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

上村　龍生議員充実強化が期待される
曽於医師会立病院

住民の安心安全は
地域医療から！

市政を問う
一般質問とは議員が市政全般にわたり、 

市の考えを問うものです。

一般質問
７議員登壇

森
戸
救
急
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

　
　
　
　
　
進
捗
状
況
は

曽於医師会夜間急病センター
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問　
来
年
度
国
保
税
の
値
上

げ
は
お
さ
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

市
長　

税
率
改
正（
値
上
げ
）

は
考
え
て
い
な
い
。

問　
来
年
度
介
護
保
険
料
の

値
上
げ
は
お
さ
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長　

大
幅
な
値
上
げ
は
し

な
い
方
針
で
あ
る
。

問　

小
幅
な
値
上
げ
も
す
べ

き
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
で

財
政
に
支
障
は
な
い
。

市
長　

大
幅
な
値
上
げ
は
し

な
い
こ
と
で
、
理
解
を
い
た

だ
き
た
い
。

問　

曽
於
市
の
水
道
料
金
は
、

4
人
家
族
で
1
カ
月
33
ト
ン

を
使
っ
た
場
合
4
４
０
６
円

だ
が
、
都
城
市
に
比
べ
て
54

円
、
志
布
志
市
に
比
べ
て

1
１
７
６
円
高
い
。
一
方
、

曽
於
市
の
水
道
事
業
は
毎
年

数
千
万
円
以
上
の
黒
字
を
出

し
て
お
り
、
現
在
黒
字
の
積

立
金
は
9
億
4
７
２
１
万
円

に
達
し
て
い
る
。
こ
の
積
立

金
の
1
千
万
円
弱
を
使
え
ば
、

都
城
市
な
み
に
引
き
下
げ
ら

れ
る
。
引
き
下
げ
を
お
こ
な

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

本
日
、
引
き
下
げ
ま

す
と
は
答
弁
で
き
な
い
。

問　
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害

が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
間

の
取
り
組
み
と
今
後
の
取
り

組
み
は
。

市
長　

こ
れ
ま
で
電
気
柵
の

購
入
補
助
、
捕
獲
補
助
、
箱

わ
な
購
入
補
助
な
ど
を
行
っ

て
き
た
。
今
後
電
気
柵
の
広

域
設
置
補
助
、
わ
な
免
許
取

得
の
推
進
な
ど
を
進
め
て
い

き
た
い
。

問　
猟
犬
育
成
の
新
規
補
助

を
含
め
、
取
り
組
み
の
強
化

が
必
要
で
は
な
い
か
。
関
係

者
や
団
体
と
協
議
を
進
め
な

が
ら
対
策
へ
の
強
化
を
図
っ

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

指
摘
の
あ
っ
た
点
を

含
め
、
今
後
取
り
組
み
を
強

め
て
い
き
た
い
。

水道水は市民の大切な生活線

市内各地でみられる電気柵ちょっと ひとりごと

水道料は、9億円の積立金の1％を
使えば、都城市なみに下がります。

水
道
料
金
は
引
き
下
げ
を

国保税の値上げはおさえよ
市長／来年度値上げは考えていない

徳峰　一成議員

介
護
保
険
料
の
値
上
げ
は

お
さ
え
よ

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

　
　
　
被
害
対
策
強
化
を
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市
長　

自
治
会
か
ら
申
し
出

が
あ
れ
ば
対
応
す
る
。

問　

土
地
改
良
基
金
は
、
底

を
つ
い
て
い
る
が
ど
う
す
る

の
か
。

市
長　

今
後
必
要
に
応
じ
て

積
む
。

問　

動
物
社
会
と
人
間
社
会

の
関
わ
り
の
考
え
方
は
。

市
長　

生
態
系
を
崩
さ
ず
生

息
域
を
維
持
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

問　

有
害
鳥
獣
を
増
や
さ
な

い
対
策
は
な
い
か
。

市
長　

農
産
物
の
残ざ
ん
さ渣
の
適

正
処
理
を
お
願
い
し
た
い
。

　

わ
な
の
免
許
取
得
助
成
、

電
気
牧
柵
の
広
い
範
囲
で
の

設
置
を
進
め
る
。

問　

市
民
の
安
心
安
全
を
優

先
す
る
と
言
い
な
が
ら
、
ず

さ
ん
な
管
理
状
況
で
あ
る
が

市
の
考
え
は
。

市
長　

平
成
28
年
の
台
風
16

号
被
害
は
早
急
に
復
旧
す
る
。

問　

自
治
会
清
掃
は
、
高
齢

等
で
負
担
が
重
す
ぎ
る
が
対

策
を
。

問　
財
政
状
況
は
。

市
長　

国
の
基
準
は
満
た
し

て
い
る
。

問　

国
の
基
準
を
満
た
す
お

金
が
あ
れ
ば
危
険
箇
所
の
早

期
復
旧
を
。

市
長　

早
期
復
旧
を
す
る
。

問　

交
付
税
は
2
億
円
減
額

で
あ
る
が
更
に
減
額
さ
れ
る

の
か
。

市
長　

29
年
度
も
減
額
が
更

に
増
え
る
。

安
心
し
て
住
め
る
市
に

市
長
／
早
急
に
対
応
す
る

渡辺　利治　議員

復旧が待たれるガードレール

鳥
獣
対
策
は

市
道
、
農
道
の
管
理
の

在
り
方

復旧が待たれる災害現場
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豊かな生活環境を
目指すには、
まず道路の
環境整備が必要

9

本市における道路行政の現状をどうとらえているか
市長／道路環境、景観を整える

問
　
市
内
の
道
路
の
改
修
、

管
理
、
環
境
、
景
観
等
の
現

状
に
対
す
る
見
解
は
。

市
長　

道
路
施
設
の
損
傷
が

軽
微
な
段
階
で
維
持
修
繕
す

る
予
防
保
全
型
管
理
へ
の
転

換
、
次
世
代
に
負
担
を
掛
け

な
い
よ
う
に
す
る
。
自
治
会

清
掃
や
草
刈
作
業
等
の
協
力

で
環
境
、
景
観
を
維
持
し
て

い
る
。

問　

都
城
市
側
市
道
、
緩
毛

原・橋
野
堺
線
並
び
に
梅
北・

有
里
線
整
備
に
つ
い
て
強
く

都
城
市
に
申
し
入
れ
る
べ
き

で
は
。

市
長　

緩
毛
原
・
橋
野
堺
線

の
道
路
は
幅
員
を
広
げ
ず
に

舗
装
の
改
修
を
計
画
し
、
割

田
地
区
の
道
路
は
用
地
取
得

が
困
難
な
た
め
、
改
修
せ
ず

に
維
持
管
理
す
る
と
回
答
を

得
て
い
る
。

問　
集
落
内
の
幅
員
が
狭
い

生
活
道
路
は
、
火
災
や
災
害

時
に
消
防
車
、
緊
急
車
両
の

進
入
に
支
障
を
き
た
す
。
今

後
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
の

対
応
は
。

	
	

市
長　

都
市
計
画
区
域
外
の

幅
員
の
狭
い
道
路
に
つ
い

て
は
、
建
築
制
限
等
の
規
制

は
な
い
が
、
生
活
の
利
便
性
、

安
全
性
の
確
保
を
目
的
に
、

農
道
や
集
落
道
と
し
て
、
耕

地
事
業
等
で
整
備
し
て
き
た
。

今
後
も
要
望
等
あ
れ
ば
対
応

す
る
。

問　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は

地
域
の
ま
と
ま
り
、
活
性
化

で
あ
る
が
、
現
状
を
ふ
ま
え

て
見
解
は
。

市
長　

地
域
活
動
の
多
く
が

地
域
に
根
づ
く
地
縁
組
織
で

活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
は
自

治
会
活
動
の
活
性
化
が
不
可

欠
で
あ
る
。

問　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

性
化
条
例
の
制
定
で
今
年
度

の
取
り
組
み
は
。

市
長　

推
進
活
動
を
通
じ
て

自
治
会
長
や
オ
ー
ナ
ー
な
ど

に
協
力
要
請
を
行
い
、
個
人

情
報
に
留
意
し
な
が
ら
、
自

治
会
未
加
入
者
に
対
し
て
、

直
接
働
き
か
け
る
こ
と
も
視

野
に
入
れ
て
い
る
。

迫　杉雄議員

緊急車両の進入に支障をきたす道路

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

向
上
は
ま
ち
の
活
性
化

☆政治家が落成式、開店祝い等への花輪を出すことは禁止されています。（公職選挙法より）

自治会加入促進マニュアルと自治会運営の手引き
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入居できる家がない
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な
い
。
新
た
な
試
み
と
し
て

固
定
資
産
税
納
付
書
の
発
送

時
に｢

空
き
家
バ
ン
ク
募
集

チ
ラ
シ｣

を
同
封
し
、
周
知

し
た
い
。

問　
す
ぐ
に
で
も
住
め
る
状

態
の
空
き
家
は
。

市
長　

片
づ
け
だ
け
で
住
め

る
よ
う
な
空
き
家
で
あ
れ
ば

調
べ
て
対
応
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
く
。

問　
現
在
の
女
性
管
理
職
の

人
数
と
今
後
の
登
用
は
。

市
長　

現
在
1
人
で
あ
る
が

今
後
も
男
女
問
わ
ず
、
能
力

を
有
す
る
職
員
で
あ
れ
ば
登

用
す
る
。

問　

県
道
・
市
道
の
不
明

瞭
な
場
所
が
散
見
さ
れ
る
。

カ
ー
ブ
・
交
差
点
等
事
故
に

つ
な
が
る
箇
所
の
対
策
は
。

市
長　

道
路
標
識
や
路
面
標

示
は
警
察
が
整
備
す
る
も
の

と
、
市
が
管
理
整
備
す
る
も

の
が
あ
り
、
両
者
が
協
議
の

う
え
実
施
し
て
い
る
。
旧
財

部
高
校
下
の
カ
ー
ブ
な
ど
指

摘
の
あ
っ
た
場
所
は
県
へ
報

告
す
る
。

問　
畑
か
ん
工
事
後
の
道
路

の
現
状
は
。

市
長　

国
営
事
業
部
分
に
つ

い
て
は
事
業
の
完
了
に
と

も
な
い
市
に
管
理
が
移
管
さ

れ
て
い
る
。
市
道
は
建
設
課
、

農
道
は
耕
地
課
で
年
次
的
に

補
修
を
行
っ
て
い
く
。
県
営

事
業
部
分
に
つ
い
て
は
不
具

合
原
因
を
確
認
の
う
え
、
県

と
市
で
協
議
し
、
補
修
を

行
っ
て
い
く
。

問　
空
き
家
に
対
し
て
の
現

状
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

取
り
壊
す
場
合
は
、

危
険
廃
屋
解
体
撤
去
補
助
金

に
よ
り
取
り
壊
し
の
支
援
を

行
い
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登

録
さ
れ
た
空
き
家
は
、
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
金
に
よ
り
活

用
を
支
援
し
て
い
る
。

問　

今
後
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の

登
録
は
市
報
な
ど
で
広
報
し

て
い
る
が
、
な
か
な
か
増
え

移
住
希
望
者
に
対
す
る
空
き
家
対
策
は

市
長
／
移
住
者
の
希
望
に
応
じ
た
対
応
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い

松ノ下　いずみ議員

女
性
管
理
職
の
現
状

道
路
維
持
管
理
・
標
示
は

すぐにでも住める空き家

荒れた路面（十文字地区）

▲

消
え
て
い
る
路
面
標
示
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問　

平
成
30
年
度
は
3
年
に

一
度
の
介
護
保
険
料
の
見
直

し
の
年
で
あ
る
。
市
民
の
く

ら
し
を
支
え
る
た
め
に
、
介

護
保
険
基
金
を
活
か
せ
て
介

護
保
険
料
の
負
担
軽
減
を
求

め
た
い
。

	
	

市
長　

市
民
の
生
活
を
第
一

に
考
え
、
2
億
2
２
６
６
万

円
の
基
金
を
投
入
し
て
保
険

料
の
大
幅
な
値
上
げ
は
お
さ

え
て
い
き
た
い
。

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
果
た
す
役
割
は
。

市
長　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
包

括
的
・
継
続
的
に
支
援
す
る

役
割
が
あ
る
。

問　

今
後
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
は
。

	
	

市
長　

来
年
度
か
ら
社
会
福

祉
協
議
会
に
運
営
を
委
託
す

る
予
定
で
あ
る
。

問　

社
協
へ
委
託
す
る
メ

リ
ッ
ト
は
何
か
。

	
	

市
長　

保
健
師
、
社
会
福

祉
士
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
専
門
的
知
識
で
、

総
合
的
に
支
援
で
き
る
こ
と

で
あ
る
。

問　
障
害
等
の
あ
る
方
で
自

筆
投
票
が
で
き
な
い
場
合
の

取
り
扱
い
は
。

	

選
管
長　

代
理
投
票
の
制
度

が
あ
る
。

問　

代
理
投
票
で
選
挙
人
が

意
中
の
候
補
者
名
を
書
い
た

メ
モ
を
持
参
し
た
場
合
、
投

票
で
き
る
の
か
。

選
管
長　

投
票
で
き
る
。

問　

家
畜
の
排
泄
物
の
回
収

が
遅
れ
気
味
だ
が
原
因
は
何

か
。

	
	

市
長　

平
成
27
年
度
よ
り
財

部
、
大
隅
の
分
も
搬
入
し
、

量
が
増
え
た
た
め
で
あ
る
。

問　

ど
う
い
う
対
策
を
。

市
長　

新
し
い
発
酵
菌
の
導

入
や
、
操
業
日
を
増
や
し
て

い
る
。

問　

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
の
要
綱

は
完
成
し
た
の
か
。

市
長　

来
年
度
か
ら
の
事
業

実
施
を
計
画
し
て
い
る
。

問　
予
算
措
置
は
ど
う
す
る

の
か
。

市
長　

平
成
30
年
度
に
予
算

計
上
し
た
い
。

市
議
選
を
ふ
り
か
え
っ
て

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
そ
の
後

有
機
セ
ン
タ
ー

☆政治家が運動会やスポーツ大会に差し入れすることは禁止されています。（公職選挙法より）

介護保険料の
負担軽減で
くらしを守ろう

介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減
を

市
長
／
基
金
投
入
で
大
幅
値
上
げ
は
抑
え
た
い

宮迫　勝　議員

後退した分だけ道路が拡がります
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毎日通る道路、
早く修繕を

問　

大
隅
南
校
区
が
分
譲
地

建
設
を
希
望
し
て
い
る
が
。

市
長　

校
区
公
民
館
の
要
望

を
受
け
て
い
る
。
来
年
度
建

設
を
検
討
し
て
い
る
。

問　

路
面
の
荒
れ
た
箇
所
・

路
肩
の
崩
落
箇
所
の
早
急
な

工
事
を
要
望
す
る
。

市
長　

指
摘
の
あ
っ
た
大
隅

町
月
野
地
区
の
市
道
に
つ
い

て
は
本
年
度
中
に
舗
装
工
事

を
実
施
す
る
。

問　

平
木
・
岩
元
線
の
路
肩

崩
落
箇
所
の
対
応
は
。

市
長　

大
型
用
水
路
が
隣
接

し
て
い
る
の
で
、
田
植
え
時

期
を
考
慮
し
、
法
面
を
含
め

路
肩
復
旧
工
事
を
来
年
度
実

施
す
る
。

問　

利
用
状
況
は
。

市
長　

現
在
の
利
用
登
録
者

は
三
つ
の
道
の
駅
で
、
計
画

で
は
1
５
０
名
と
見
込
ん
で

い
た
が
、
現
在
69
名
で
あ
る
。

問　

年
間
6
２
４
万
円
の
予

算
を
計
上
し
て
い
る
が
、
見

直
し
の
予
定
は
な
い
か
。

市
長　

27
年
度
開
始
し
た
時

と
事
情
も
変
わ
っ
て
き
た
が
、

30
年
度
ま
で
は
国
の
支
援
も

あ
る
の
で
継
続
す
る
。
そ
の

後
は
、
継
続
す
る
か
は
検
討

し
た
い
。

問　
来
年
度
以
降
の
地
域
振

興
住
宅
の
建
設
予
定
は
。

市
長　

本
年
度
の
6
棟
を
含

め
、
現
在
1
３
３
戸
と
な
る
。

来
年
度
以
降
は
財
政
状
況
が

厳
し
く
縮
小
し
た
い
。

問　

住
宅
分
譲
地
の
計
画

は
。

市
長　

現
在
、
造
成
中
の
大

隅
町
坂
元
と
末
吉
町
柳
迫
は
、

来
年
4
月
に
募
集
、
販
売
す

る
。 地

域
振
興
住
宅
は

市
長
／
縮
小
す
る

岩水　豊　議員

市
道
の
維
持
管
理
は

造成中の新興住宅（月野）

宅
配
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

現
状
は

危険な市道（平木岩元線）



13 ☆政治家本人が参列する場合を除き、葬式の香典等を出すことは禁止されています。（公職選挙法より）

委 員 会 報 告 各常任委員会では付託と
なった議案について審査
を行いました。

＊委員会付託とは…議会に提案された議案などの審査を担当の委員会へ依頼すること。
　委員会審査が終わると委員長は、本会議でその結果を報告し審査結果を参考に議決します。

問　
財
政
調
整
基
金
の
平
成
29
年
度
末

残
高
は
い
く
ら
位
を
見
込
む
の
か
。

答　
30
億
円
を
目
指
し
た
い
。

問　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
状
は
。

答　
専
任
の
集
落
支
援
員
を
2
人
、
兼

任
を
3
人
雇
用
し
て
集
合
住
宅
の
現
状

調
査
を
終
え
、
今
後
は
各
地
区
、
各
公

民
館
で
説
明
会
を
行
う
。

問　
空
き
家
バ
ン
ク
の
チ
ラ
シ
広
報
は
。

答　
約
2
万
５
０
０
０
枚
を
作
成
し
て
、

固
定
資
産
税
納
付
書
に
同
封
し
県
内
外

へ
周
知
す
る
。　

問　
生
活
保
護
受
給
者
数
と
生
活
保
護

費
の
負
担
割
合
は
。

答　
生
活
保
護
受
給
者
数
は
ほ
ぼ
横
ば

い
状
態
。
生
活
保
護
費
は
国
が
４
分
の

3
、
市
が
４
分
の
1
を
負
担
し
て
い
る
。

問　
西
中
園
教
職
員
住
宅
は
築
45
年
経

過
し
て
い
る
。
今
後
も
利
用
可
能
か
。

答　
県
か
ら
無
償
で
譲
与
さ
れ
た
建

物
で
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
改
修
す
る

こ
と
で
今
後
も
利
用
が
可
能
で
あ
る
。

問　
利
用
増
加
の
サ
ー
ビ
ス
は
。

答　
地
域
密
着
型
・
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
が
増
え
て
い
る
。

問　
公
募
内
容
と
施
設
の
管
理
体
制
は
。

答　
募
集
要
項
に
基
づ
き
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
公
募
し
た
。
平
成
29
年
度
は

直
営
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
管

理
し
伐
採
等
に
男
性
４
人
、
ト
イ
レ
管

理
等
に
女
性
8
人
が
従
事
し
た
。

問　
応
募
資
格
に
該
当
す
る
の
か
。

答　
財
部
北
地
区
公
民
館
は
、
応
募

資
格
に
一
部
該
当
し
な
い
部
分
も
あ
る

が
、
現
在
、
管
理
業
務
に
携
わ
っ
て
い

る
方
々
が
そ
の
ま
ま
携
わ
る
と
い
う
こ

と
で
選
定
し
た
。

問　
現
年
発
生
、
農
地・
農
業
用
施
設

災
害
復
旧
費
の
工
事
は
田
植
え
に
間
に

合
う
の
か
。

答　
財
部
の
耳
取
頭
首
工
と
上
村
に

つ
い
て
は
繰
越
と
な
り
田
植
え
に
は
間

に
合
わ
な
い
が
、
水
の
確
保
は
で
き
る
。

　
総
務
常
任
委
員
会

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
建
設
経
済
常
任
委
員
会

財
政
調
整
基
金
の
残
高
は

生
活
保
護
費
の
現
状
は

清
流
の
森
大
川
原
峡
指
定
管
理

教
職
員
住
宅
の
改
修
状
況

介
護
保
険
給
付
費
利
用
状
況

田
植
え
に
間
に
合
う
か

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
進し

ん
ち
ょ
く捗
状
況

空
き
家
バ
ン
ク
の
周
知
方
法
は
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平成29年　第4回定例会　議決結果一覧
区 分 議案番号 件  名 付託先 議決結果

承
認
案

第 5号 専決処分の承認　
　平成 29年度曽於市一般会計補正予算（第 4号） － 承認

第 6号 専決処分の承認
　平成 29年度曽於市一般会計補正予算（第 5号） － 承認

第 7号
専決処分の承認　
　御平田地区道路災害復旧工事（広域農道）請負
　変更契約の締結

－ 承認

同
意
案

第 23号 農業委員会委員の任命 ( 岡元　康子氏） － 同意

第 24号 監査委員の選任（土屋　健一議員） － 同意

第 25号 教育委員会委員の任命（長野　かおり氏） － 同意

第 26号 監査委員の任命（野村　行雄氏） － 同意

第 27号 副市長の選任（八木　達範氏）　 － 同意

第 28号 副市長の選任（大休寺　拓夫氏） － 同意

議　
　
　

案

第 64号 曽於市企業立地の促進等による地域における固定
資産税の特別措置に関する条例の一部改正 総務 全会一致	

可決

第 65号 曽於市地方活力向上地域における固定資産税の
不均一課税に関する条例の一部改正 総務 全会一致	

可決

第 66号 曽於市農村地域工業等導入促進条例の廃止 総務 全会一致	
可決

第 67号 曽於市教職員住宅条例の一部改正 文厚 全会一致	
可決

第 68号 市の境界変更 建経 全会一致	
可決

第 69号 字の区域変更 建経 全会一致	
可決

第 70号 指定管理者の指定（財部温泉健康センター） 文厚 全会一致	
可決

第 71号 指定管理者の指定（曽於市ゆず搾汁センター） 建経 全会一致	
可決

第 72号 指定管理者の指定（清流の森大川原峡） 建経 賛成多数	
可決
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平成29年　第4回定例会　議決結果一覧
区 分 議案番号 件  名 付託先 議決結果

議　
　
　

案

第 73号 平成 29年度曽於市一般会計補正予算（第 6号） 総務・文	
厚・建経

全会一致	
可決

第 74号 平成 29 年度曽於市国民健康保険特別会計補正予算
（第２号） 文厚 全会一致	

可決

第 75号 平成 29 年度曽於市後期高齢者医療特別会計補正予
算（第２号） 文厚 全会一致	

可決

第 76号 平成 29 年度曽於市介護保険特別会計補正予算（第
２号） 文厚 全会一致	

可決

第 77号 平成 29年度曽於市笠木簡易水道事業特別会計
　補正予算（第２号） － 全会一致	

可決

第 78号
曽於市特別職の職員の給与に関する条例及び曽於市
議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当の支給
に関する条例の一部改正

－ 賛成多数	
可決

第 79号 曽於市職員の諸給与に関する条例の一部改正 － 全会一致	
可決

第 80号 平成 29年度曽於市一般会計補正予算（第 7号） － 全会一致	
可決

第 81号 平成 29 年度曽於市国民健康保険特別会計補正予算
（第 3号） － 全会一致	

可決

第 82号 平成 29 年度曽於市後期高齢者医療特別会計補正予
算（第 3号） － 全会一致	

可決

第 83号 平成 29年度曽於市介護保険特別会計補正予算
（第 3号） － 全会一致	

可決

第 84号 平成 29年度曽於市公共下水道事業特別会計補正
予算（第 3号） － 全会一致	

可決

第 85号 平成 29年度曽於市生活排水処理事業特別会計補正
予算（第 2号） － 全会一致	

可決

第 86号 平成 29年度曽於市笠木簡易水道事業特別会計補正
予算（第 3号） － 全会一致	

可決

第 87号 平成 29年度曽於市水道事業補正予算（第 3号） － 全会一致	
可決

発議 第 4号 道路事業予算の総額確保等に関する意見書等 － 全会一致	
可決

曽於市議会ではインターネットによるライブ中継や
録画放送を行っています。曽於市ホームページより

『議会映像配信』をクリックしてください。

＊アドレス　http://www.city.soo.kagoshima.jp/
　　　　　　　　　　　　　…曽於市ホームページ

　　　　　を
傍聴しましょう。

議会
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新
メ
ン
バ
ー
で
構
成
す

る
、
議
会
広
報
等
調
査
特

別
委
員
会
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
読
ん
で
い
た
だ
け

る
読
み
や
す
い
紙
面
を
め

ざ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
研

修
等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

議
会
の
審
議
の
内
容
を

お
伝
え
す
る
こ
と
を
大
切

に
し
、
少
数
意
見
も
記
載

し
て
い
き
、
議
会
の
様
子

を
少
し
で
も
多
く
お
伝
え

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

12
月
議
会
で
は
、
一
般

質
問
者
７
名
中
５
名
の
議

員
が
、
道
路
行
政
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。
市
民

の
皆
さ
ま
の
声
を
反
映
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご

感
想
等
を
お
よ
せ
く
だ
さ

い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

今
年
１
年
が
良
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。　
　
（
岩
水
）

委		

員		

長　

岩
水　
　

豊

副
委
員
長　

松
ノ
下
い
ず
み

委　
　

員　

重
久　

昌
樹

　
　

〃　
　

鈴
木　

栄
一

　
　

〃　
　
今
鶴　

治
信

　
　

〃　
　
伊
地
知　

厚
仁

発
行
責
任
者

議　
　
長　

原
田　

賢
一
郎

議
会
広
報
等
調
査

特
別
委
員
会

　野村さん家族は、昨年の 4月に、ご主人の生まれ育っ
た実家の近くに住みたいと思い、霧島市から大隅北の
地域振興住宅に入居されました。
　ご夫婦の職場、小学校も近く環境は気に入ってます。
家族みんなで地域活動にも積極的に参加し、ふれあい
を楽しみたいとのこと。
　取材の日も、地域おこしのソバ打ち、豆腐作りに参
加し、楽しい一日を過ごされたそうです。
　これからも地域活動を頑張ってください。（鈴木）

野
の
村
むら
　賢

けん
二
じ
さん（42歳）　　春

はる
樹
き
くん（11歳）

　　　友
とも
美
み
さん（43歳）　　翔

しょう
吾
ご
くん（ 6歳）

曽於市へようこそ
～市内の地域振興住宅にお住まいのご家族を紹介します～

編
集
後
記

表
紙
に
よ
せ
て

私
た
ち
が

　
　
作
っ
て
い
ま
す

　

財
部
に
あ
る
日
光
神
社

は
、
奈
良
時
代
の
和
銅
３
年

（
７
１
０
年
）
に
鴨か

も
の
よ
り
な
が

頼
長
に
創

建
さ
れ
、
人
々
の
信
仰
を
集

め
て
き
ま
し
た
。

　

財
部
と
い
う
地
名
に
密
接

な
か
か
わ
り
の
あ
る
神
社
で

も
あ
り
ま
す
。

　

当
地
方
の
鎮
守
の
杜
で
農

業
・
産
業
・
商
業
の
繁
栄
、

厄
除
け
・
招
福
・
家
内
安
全

の
他
・
荒あ

ら
み
た
ま

御
魂
と
し
て
、
霊

験
あ
ら
た
か
な
神
様
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
お
み
く
じ

は
ど
う
で
し
た
か
？
笑
顔
の

中
に
幸
せ
が
見
え
ま
す
ね
。

２
０
１
８
年
が
皆
さ
ま
に

と
っ
て
幸
多
き
１
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
。	　
（
松
ノ
下
）

　
い
ろ
ん
な
ご
意
見
を

　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

曽
於
市
議
会
だ
よ
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